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抗酸化物質 

 

 

抗酸化物質は何千種類もの存在が確認されており、何によって分類するかによって様々

なグループに分けられるようですが、一般的に知られている「ポリフェノール」は、化合物

の構造によって分けられたグループの中に含まれています。専門的に言いますと、ポリフェ

ノールとは、化学的には、ベンゼン環に複数の水酸基あるいは水酸基に変わりうる側鎖が付

いた化合物の総称です。また、ポリフェノールは植物が紫外線のエネルギーや病害虫、細菌

から自らを護るために作り出す成分です。 

ところが 10 年ほど前（1997 年前後と思われます）に、ある企業が消費者に親しみをもた

せるため、抗酸化能を示す食品成分の代替名称として使い始めました。以来、水酸基が一つ

のフェノール、シクロヘキサンに水酸基が付いたものをもポリフェノールと誤解されるよ

うになったとのことです。 

 

 と書かれていましたが、化学が苦手な私では、さっぱり分かりません。簡単に言いますと、

抗酸化物質とポリフェノールの関係は以下の図のような感じになります。β－カロテンは

ポリフェノールと混同されることもありますが、化合物の構造で分けると異なります。 

 

※抗酸化物質全般について体系的に書かれている文献が見つからないので、簡略な図とな

ります。 

 

ドライフルーツでは、ブルーベリーに含まれるアントシアニンはポリフェノールの一種で

すが、アプリコットに含まれるβ－カロテンはポリフェノールではない（カロテノイド類）。

でも、両方とも抗酸化物質の一種であるということが、この図を見て良くわかりました。 
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